
 

 

 

 

 

 

 
【令和 5 年度 総会報告】 

  開催日：2023年 4月 21 日（金）16：00～17：00 

会場：千葉市生涯学習センター 地下 1階 小ホール 

出席：会員数 49名 出席：19名 委任状：15名 

議題 

１．令和 4年度事業報告＆決算報告 

２．令和 5年度事業計画＆予算 

３．会則の改訂 

４．役員改正 

議題のすべてが承認されました 

 

【総会前に講演会を開催！】 

◆ テーマ 緑と水辺のまちづくりプラン２０２３』 

サブテーマ：千葉公園再整備について 

～人が集り まちを育てる 都心のオアシス～ 

◆ 開催日：2023年 4月 21 日（金）14：30～15：30 

◆ 会 場：千葉市生涯学習センター 地下 小ホール 

◆ 講 師：千葉市緑政課   植木崇夫課長  

◆ 参加者：25名 

千葉公園の 10年先を見据えた再整備マスタープランのコンセプトは「人が集り 

まちを育てる 都心のオアシス」。具体的には①水辺ゾーン②スポーツゾーン③遊びゾーン

④やすらぎゾーンの４つに区分され進められています。大賀ハスまつりが開催されるハス

池のある水辺ゾーンについては安全性と親水性を向上させる改善策が示されました。ハス

池周辺の園路を拡幅し、荒木山から大賀ハスを見渡せるビューポイントが整備されます。

綿打池周辺にはゆったりとした休憩スペースが配置されます。 

 スポーツゾーンとなる旧競輪場付近は大きく変わります。千葉公園総合体育館（YohaSア

リーナ～本能に、感動を。～）はすでに完成。芝生広場を中心に運動施設や交流スペース、

飲食店、トイレ、駐車場などが並ぶ「い

つでも だれでも くつろげる」賑わい

エリアとなります。モノレール千葉公園

駅近くには管理人が常駐する情報発信セ

ンターが設置されます。 

 遊びゾーンとやすらぎゾーンは、それ

ぞれの地形や緑を活かした、都市公園に

ふさわしいプランニングが検討されてい

ます。地域資源を守り、市民のニーズを

集約しながら、千葉公園の大規模なリス

タートが行われています。 
 

 

    №40 2023 年 9月 1日 

花びと会ちば 

花びと通信 
 

 

花

と緑
のあふれるまちづくり

【2023年大賀ハスまつり開催の千葉公園】 



２０２３『大賀ハスまつり』４年ぶりに通常開催！ 

開催期間：2023年 6月 17日（土）～25日（日） 

共 催 ：花びと会ちば・千葉市 

会 場 ：千葉公園蓮華亭・ハス池・綿打池周辺 

協力団体：（株）千葉都市モノレール・千葉市造園緑化協同組合・公益社団法人千葉市観光協会 

千葉商工会議所女性会・千葉公園通り商店会・千葉市女性団体連絡会 

 

 「大賀ハスまつり」が４年ぶりに通常開催できましたことを関係団体の皆様に深く感謝致します。

5 月に新型コロナが「5 類」に引き下げられ、マスクの着用が個人の

判断に委ねられたので、久々に来園者さんの笑顔が見られた、にぎや

かな「大賀ハスまつり」となりました。遠方からも多くの方が大賀ハ

スを見に来てくださいました。 

 オープニングセレモニーには神谷千葉市長をはじめ、区長、花のあ

ふれるまちづくり推進議員連

盟（花議連）のみなさまほか多

方面の方々に出席いただきま

した。神谷市長のご挨拶の後、

象鼻杯の実演、お箏や和太鼓の

演奏、大道芸などが披露されま

した。 

 約 300の大輪の大賀ハスが花開く、ハス池のほとり（蓮華

亭エリア）でお茶席が復活。「花びと会ちば」の女性陣らが酷

暑の中、大賀ハスを染め付けた涼しげな浴衣姿でおもてなしに奮闘しました。大藤棚の下での象鼻

杯は開始前から行列ができる人気で、老若男女問わずすべての参加者に大好評でした。大賀ハスの

魅力について、もっと知りたい方に向けての早朝の「大賀ハスガイド」も人気のイベントです。専

門家による五感で楽しむ大賀ハスガイドは、参加体験型で大好評でした。 

 余談ですが千葉市検見川の旧東大農場の泥炭層から 2000 年前のハスの実を発掘し開花させた大

賀一郎博士は昭和２年、東京帝国大学から「古蓮の研究」で理学博士号を授与されています。同時

期に今、NHK の朝ドラ「らんまん」で話題の牧野富太郎も 65 才にして、理学博士の学位を得てお

り、お二人には接点があったようです。興味深い繋がりです。 

 会期中の土日には象鼻杯、ハスガイド、蓮華亭内で

は、講談、絵本・紙芝居、音楽系イベントなどが行わ

れ、キッチンカーなどの飲食関係や物販、キッズコー

ナーなども設けられました。平日はコケ玉づくりな

どのミニ講座が開かれました。また、産学官に所属し

ている各大学から学生ボランティアさんが参加して

「ちはなちゃんのぬり絵」、「野菜スタンプ」コーナー

などで活躍してくださいました。暑さ対策など課題も残りましたが、多くのみなさまのご協力で盛

況のうちに９日間の会期を無事に終えることができました。本当にありがとうございました。  

                    【中尾良枝】                               

（象鼻杯の体験） 

（象鼻杯体験） 



【和歌山大賀ハス保存会との交流】  

 昨年、大賀ハス開花 70 周年記念パネルディスカッションにおいて、神谷千葉市長が開花 80

周年に向けた取り組みの一つとして「オオガハスのゆかりのある都市との交流を図る」こと

を提言しました。これを踏まえ、今年 7 月に「和歌山大賀ハス保存会」との交流とハスを活

かしたまちづくりの先進事例を視察するため、仙波会長、高橋副会長、私の３人で研修旅行

に行ってきました。 

 ７月９日、和歌山県美浜町三尾の大賀池で観蓮会が開かれ、阪本会長の主催者あいさつの

後、仙波会長が「阪本会長には、昨年千葉市で開催された大賀ハス開花 70 周年記念パネルデ

ィスカッションにご参加いただき、また、70 周年記念誌に特別寄稿いただくなど大変お世話

になっております。中略、大賀ハスを通じてこれからも交流していきたい…」とあいさつを

行いました。私からは「五感で楽しむ大賀ハス」と題した講話を 10 分ほどさせていただきま

した。その内容がたいへん興味深かったようで、後日、地元紙「日高日報」に詳しく紹介さ

れました。 

 観蓮会の後、御坊市の Sio トープ塩屋緑地を訪れ、舞妃蓮（阪本会長の尊父祐二氏の作出）

前でご当地キャラ「みーやちゃん」と「ちはなちゃん」の交流を行いました。日曜日の熱い

最中にもかかわらずみーやちゃんが歓待してくれました。続いて、紀の川市の平池緑地公園

のハス池を視察。ハス池は県内でも最大級のため池の畔に作られ、大賀ハスとベトナム産の

「西湖蓮」を栽培しています。西湖蓮は生育良好でしたが、大賀ハスは立葉の丈があまり大

きくならず千葉公園ほど生育旺盛ではありませんでした。改めて千葉公園の大賀ハスの生育

状況と開花数の多さに感嘆させられました。 

   

 阪本会長     阪本祐二氏「荷風千里」    みーやちゃん、ちはなちゃんの交流 

 ハスの花が見ごろを迎える６～８月、蓮で有名な奈良・西ノ京の 4 つの寺を繋ぐ「ロータ

スロード～蓮と歴史を楽しむ旅～」が開催され、今年で 10 回目を迎えます。4 つの寺とは、

西大寺、喜光寺、唐招提寺、薬師寺で。総距離 6 キロメートルほど。 

 花蓮は、鉢で栽培したものを寺院の前に陳列してあります。最も数が多かったのは薬師寺

ですが、松や楓などの木々に囲まれて雰囲気が良かったのは唐招提寺でした。最後に訪れた

喜光寺の方にハスの栽培について話を伺いました。「花が終わった後、レンコンを掘り上げて

ハス池に移して栽培します。春に鉢の土を入れ替えてレンコンを植え付けます。重労働で大

変な作業です…」と 10 年間の苦労を語ってくださいました。千葉市でも同様の取り組みがで

きたら大賀ハスのＰＲに役立てるのではと思いました。 

 なお、今回の研修旅行にあたり、当会賛助会員の坂口三代治様から多大なご支援をいただ

きましたことに改めて御礼申し上げます。 

  【斉藤久芳】 



【蓮華亭リニューアル】 

花びと会ちばの活動場所のひとつ、千葉公

園内の蓮華亭、ここでは毎年「大賀ハスまつ

り」のメイン会場としてオープニングセレモ

ニーや様々な演出を開催してまいりました。

壁面の扉を全て開けると風通しも良く、毎年 6

月には大賀ハスやモノレールが一望できる状

況にあり、素晴らしい施設です。室内の展示に

関しては、建てられた頃からのものが多く非

常に古くなっていたので、令和 2 年 9 月 28 日に蓮華亭展示検討会が発足、令和 4 年度にリニュー

アルを実施すべく計画してまいりました。そしてこの 3月に新しく生まれ変わりました。 

天井の周辺部には、大賀ハスの写真が 360 度掲示され、大型の液晶パネル 50 インチ 2台と 32イン

チ 2 台が取り付けられ、大賀ハスまつりや開花の状況など様々な情報発信に利活用される事と思い

ます。今年 6月の大賀ハスまつりは、リニューアルされた蓮華亭での実施となりお披露目されまし

た。皆さんも、一度、蓮華亭に足を運んでみてはいかがでしょうか。      【樫浦敏彰】                                 

【講師派遣事業】～こけ玉づくり～ 

公民館の主催事業に講師を派遣しました。 

5月 20 日  高浜公民館  （16 名） 

  5月 30 日  幸町公民館  （17名） 

6月 6日  稲浜公民館  （12名） 

6月 10 日  轟 公民館  （親子 10組） 

6月 27 日  千草台公民館 （15 名） 

7月 22 日  都賀公民館  （親子 10組） 

どの公民館も募集の定員を超え、うれしい悲鳴でした。今年度初めての試みで〝親子でこけ玉

づくり〟がありました。土曜日開催でしたので、父親参加の組や、こけ玉に興味のあった祖父の

方との参加と、バラエティーに富んでいました。 

子ども達は、泥んこ遊びの達人‼ なんなく『まんまるこけ玉づくり』を楽しんでいました。 

【今後の予定】 

10 月 25日 宇都宮市民団体との交流会 千葉公園蓮華亭 

11 月 14日～19日 コンテナガーデンコンテスト 千葉公園内 

11 月 19日 ちはなちゃんのお誕生日会 千葉公園蓮華亭内外 

11 月上旬 会員研修 小石川植物園他 

 

 
個人会員＆賛助会員 募集！ 

花や緑に関心のある方一緒に活動しません

か。研修会、講座、講演会等を開催しています。 

◆個人会員  年会費：1,000 円  

◆団体会員  年会費：5,000 円 

◆賛助会員  個人：年会費 一口 3,000 円 

      団体・企業年会費 一口 5,000 円 

 

 

花びと会ちば事務局  

千葉市中央区千葉港 1-1 4階    

「千葉市都市局公園緑地部緑政課」    

TEL043-245-5753 FAX043-245-5885 

midoritohana@city.chiba.lg.jp 

http://#

